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学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て
、
教
育
部
長
は
、
平
成
25
年
第
２
回
定

例
会
で
「
ほ
か
の
子
育
て
支
援
策
と
の
関
連
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
無
料
化
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
検
討

結
果
は
出
た
の
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
案
と
し
て
、
市
内
に
住
む
０
歳

児
か
ら
６
歳
児
（
小
学
１
年
生
）
ま
で
に
、一
人
当
た
り
毎
月
５
千
円
の
『
子

育
て
支
援
助
成
金
』
を
交
付
し
た
い
考
え
を
、
文
教
厚
生
委
員
会
に
提
案
し

ま
し
た
。こ
れ
に
要
す
る
経
費
は
約
１
億
６
千
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
給
食
費
無
料
化
も
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
両
方
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
効
果
的
な
施
策
に
な
る
の
か
を
、
議
員
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
最
終
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
小
中
学
校
の
統
廃
合
計
画
は
、
あ
ま
り
に
も
拙
速
で
無
理
が
あ
る
。
地

域
住
民
の
十
分
な
合
意
は
得
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
現
在
、
統
合
校
単
位
で
、
統
合
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
保
護
者
、
区
長
、
学
校
運
営
協
力
員
に
地
域
代
表

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
対
応
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。
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小松﨑　誠

佐藤　文雄

議員

議員

耕
作
放
棄
地
の
打
開
策
と
な
る
新
た
な
農
作
物
推
進
等
は

学
校
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
は

研
究
機
関
等
か
ら
情
報
収
集
を
図
り
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す

子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
非
常
に
有
効
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茨
城
県
は
国
内
第
２
位
の
生
産
量
を
誇
る
農
業
大
国
で
す
が
、
当
市
は

他
市
町
村
に
比
べ
耕
作
放
棄
地
が
多
い
と
感
じ
る
。
今
後
の
耕
作
放
棄
地
の

打
開
策
と
な
る
、
新
た
な
農
作
物
の
推
進
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
現
在
、
市
内
で
は
本
県
の
特
徴
と
も
い
え
る
大
変
豊

富
な
種
類
の
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
作
物
や
加
工
品
の
普
及

促
進
は
、
生
産
者
等
の
収
入
が
増
加
し
、
産
業
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。
そ
の
結
果
、
新
規
就
農
者
の
増
加
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
資

す
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
県
や
研
究
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
を
図
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
公
民
館
の
使
用
料
を
文
化
団
体
は
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
中
に
は
、

広
い
部
屋
で
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
、
１
、
２
名
で
練
習
に
使
用
し
て
い
る
団

体
が
あ
る
と
の
話
も
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
公
民
館
使
用
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
公
民
館
の
個
人
利
用
は
、
社
会
教
育
法
で
定
義
し
て
い
る

組
織
的
な
教
育
活
動
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、使
用
許
可
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
文
化
団
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
組
織
で
活
動
し
て
い
る
と
の

認
識
で
す
の
で
、
申
請
が
あ
れ
ば
許
可
を
し
て
い

る
と
い
う
現
状
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策

に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
　（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

文
化
団
体
等
に
よ
る
公
共
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

新
た
な
農
作
物
の
推
進
対
策
に
つ
い
て

土
地
利
用
指
定
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

道
路
の
除
草
や
清
掃
に
つ
い
て

質　
問　
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項
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▲本格やきいも焼酎「湖山」（市推奨品）

▲学校給食
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適
応
指
導
教
室
（
ひ
た
ち
の
広
場
）
は
、
複
雑
な
理
由
で
通
学
で
き
な

い
子
ど
も
に
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
教
室
も
11
年
目
を
迎
え
か
な
り
老
朽

化
し
て
い
る
が
、
教
育
環
境
は
平
等
な
立
場
で
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。
改

修
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
ひ
た
ち
の
広
場
は
、
第
１
常
陸
野
公
園
内
の
管
理
棟
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
係
る
検
討
で
は
、
管
理
棟
を

改
修
対
象
と
し
な
い
こ
と
で
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
、
同
公
園
内

の
平
成
館
が
物
置
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
へ
の
移
転
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
市
街
化
区
域
を
中
心
に
、
都
市
化
の
進
展
、
核
家
族
化
、
地
域
連
帯
感

の
希
薄
化
な
ど
、
犯
罪
の
発
生
要
因
が
増
加
し
て
い
る
。
治
安
の
行
き
届
い

た
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
平
成
24
年
３
月
に
か
す
み
が
う
ら
市
防
犯
連
絡
員
協
議
会

が
設
立
し
、
市
内
１
１
４
名
の
防
犯
連
絡
員
が
土
浦
警
察
署
や
土
浦
地
区

セ
ー
フ
テ
ィ
・
マ
イ
タ
ウ
ン
・
チ
ー
ム
等
と
連
携
し
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
街
頭
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
よ
り
活
発
化
し
て
い

く
こ
と
が
、
市
民
意
識
の
向
上
、
さ
ら
に
は
犯
罪
の
抑
制
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
側
面
か
ら
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

田谷　文子

中根　光男

議員

議員

市
誕
生
10
周
年
に
向
け
、
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
を

老
朽
化
し
て
い
る
適
応
指
導
教
室
の
改
修
に
つ
い
て

ビ
ン
市
、
座
間
味
村
と
の
友
好
都
市
締
結
を
し
た
い

改
修
は
せ
ず
、
平
成
館
へ
の
移
転
の
方
向
で
検
討
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か
す
み
が
う
ら
市
10
周
年
に
向
け
て
、
市
内
外
に
ど
の
よ
う
に

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か

小
中
一
貫
校
の
推
進
方
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
策
の
具
体
化
に
つ
い
て

広
域
行
政
の
現
状
認
識
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
　
地
域
間
競
争
と
い
わ
れ
る
中
、
創
意
工
夫
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
上
げ

存
在
感
を
高
め
た
自
治
体
も
沢
山
あ
る
よ
う
で
す
。市
誕
生
10
周
年
に
向
け
、

本
市
も
そ
の
存
在
感
を
内
外
に
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
宮
嶋
市
長　
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
都
市
交
流
事
業
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ン
市
と
は
、
企
業
進
出
な
ど
の
経
済
的
交
流

や
医
療
、
農
業
分
野
で
の
人
的
交
流
な
ど
、
今
後
大
い
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
座
間
味
村
は
「
世
界
が
恋
す
る
海
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
と
お
り
の
大
自
然
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
市
民
に
は
、
こ
の
上

な
い
魅
力
的
な
場
所
で
す
。
10
周
年
記
念
と
な
る
平
成
26
年
度
に
は
、
友
好

都
市
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

　
　
千
代
田
地
区
小
学
校
の
統
合
整
備
に
関
す
る
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
資
料
か
ら
、
既
存
千
代
田
中
学
校
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
で
検
討
を

進
め
る
こ
と
が
理
に
か
な
う
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
千
代
田
中
学
校
区
の
小
学
校
で
進
め
て
い
る
統
合
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
統
合
委
員
会
で
統
合
小
学
校
の
建
設
場
所
に
対
す
る
検
討

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
千

代
田
中
学
校
へ
の
併
設
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
実
践
し
て
い
く
考

え
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲座間味村（沖縄県）

小
学
生
に
食
と
命
を
学
ぶ
農
業
体
験
学
習
の
定
期
的
実
施
に
つ

い
て

適
応
指
導
教
室
（
ひ
た
ち
の
広
場
）
の
改
修
及
び
教
育
内
容
の

充
実
に
つ
い
て

防
犯
対
策
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

医
療
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５６

▲適応指導教室（ひたちの広場）


